
題字：三明　奈央さん（青陵中学校３年）
みあけ な お
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平
成

度
年

駅前ホテル整備支援事業

3億8000万円

□問

■答

地域の活力創出事業

666万円

□問

■答

決算特別委員会
◎委　員　長　　　石橋　孝義
○副 委 員 長　　　田中　利德
委員は議長及び監査委員除く10名

決

算

算

認

定

（波子町のゲストハウスを視察）

企業立地推進事業

9951万円

□問

■答

（江津工業団地の工場増設工事）

歳入総額 歳出総額

一般会計

水道事業会計

特別会計(６会計)

179億306万円

55億5632万円

172億812万円

55億3553万円

収益的収支

資本的収支

収入総額

収入総額

6億7942万円

6027万円

支出総額

支出総額

6億4423万円

2億1061万円

地域おこし協力隊員の活動状況は周辺飲食店などへの波及効果は。

事業の効果は。

事業所増設・新規立地企業での雇用も生ま
れている

１名は、波子地区をベースにゲストハウ

ス開設支援など、主に西部地区の交流サ

ロンの開設支援や情報発信を担当。もう

１名は、黒松地区をベースに東部や桜江

地区の地域資源のＰＲ、情報発信、各種

のイベントの企画を行っている。

ホテルは、平均88.9％と高い稼働率で

推移している。工事関係者の利用ばか

りではなく、活性化に寄与していると

考える。
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中心市街地整備事業

5億9010万円

地域医療支援対策事業

2億7453万円

内容

通学路整備事業

934万円

水の国管理事業

1258万円

□問

■答
（整備された高角小学校付近の通学路）

（整備が進むパレットごうつ周辺道路）

江津駅前地区再生整備計画の拠点施設であ

るパレットごうつ・交流広場および駐車場

・周辺市道を整備し、江津駅前地区の活性

化を図るもの。

利用状況はどうか。

27年度の入館数は、前年比129名増加、
利用収入について対前年比で増加している。

□問

■答
済生会江津総合病院の27年度の経営状況は。

27年度の医業収益状況は32億円、支出総額
は36億円で、４億円の赤字となっている。
赤字は、対前年比で増加している。

地域医療施設整備補助金

公的病院支援

地域医療拠点病院支援

5148万円

1億4821万円

7483万円

※

決
算
要
望
事
項
＝
議
会
と
し
て
決
算
審
査
か
ら
の
29
年
度
予
算
編
成
に

　

対
し
て
要
望
す
る
も
の

１
．
地
方
創
生
・
江
津
市
版
総
合
戦
略

●
中
心
市
街
地
の
活
性
化
・
経
済
活
動
の
活
発
化

●
定
住
に
つ
な
が
る
子
育
て
支
援
策
の
充
実

●
雇
用
の
場
・
人
材
の
確
保

●
農
林
水
産
業
の
６
次
産
業
化
を
確
立

●
空
き
家
対
策

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の
推
進

●
男
女
共
同
参
画
社
会
を
踏
ま
え
、
女
性
の
活
躍
推
進

２
．
行
財
政

●
防
災
機
能
の
強
化
お
よ
び
公
共
施
設
の
適
正
な
管
理

●
行
政
評
価
・
人
事
評
価
制
度
・
公
共
施
設
管
理
計
画
の

実
行

３
．
教
育
行
政

●
学
力
向
上
お
よ
び
教
育
力
の
向
上

●
教
育
環
境
の
向
上
・
施
設
の
整
備

４
．
地
域
医
療
・
健
康
増
進
対
策

●
医
師
・
看
護
士
の
確
保
対
策

●
健
康
意
識
の
啓
発
お
よ
び
具
体
的
施
策
の
実
施

５
．
国
民
健
康
保
険
事
業

●
医
療
費
の
抑
制
・
国
保
会
計
の
健
全
運
営

６
．
公
共
下
水
道
事
業

●
抜
本
的
な
計
画
の
見
直
し

●
簡
易
水
道
事
業
の
統
合
を
見
据
え
、
経
営
成
績
・
財
政

状
況
を
分
析
、
健
全
経
営

事業実績
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市庁舎改修調査事業

1518万円

ふれあいの家建替え事業

内容

市庁舎の整備方針を策定するための経費

平成28年度一般会計補正予算

可決
防災対策・介護支援対策などを中心に編成

補正額 1億8,932万円（総額162億5,435万円）

地域医療介護総合確保基金事業　　　

1988万円
内容

公共道路事業

400万円

内容

969万円

□問

■答 この予算内で検討したい。

トイレを増設した場合、予算は増やすことに
なるのか

地域衣装介護総合確保基金事業　　　

3758万円

□問

■答 月額一人あたり13万円から15万円程度。

入居者の払う料金はどれくらいか。

現在、歩道で車両の通行できない「波子海浜
公園線」を、緊急車両が通行できるように
改良するもの。

認知症対応型グループホームの整備などに

認知症対応型グループホームの整備などに対
補助金する

対する補助金。

□問

■答 月額一人あたり13万円から15万円程度です。

入居者の払う料金はどれくらいか。
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社会教育活動費

947万円

内容

放課後児童クラブの入所児童の支援体制を
強化するため、指導員を増員する費用。

災害復旧費

250万円

内容

７月３日の豪雨により崩れた道の駅「サンピコ

ごうつ」裏の法面補修工事費。

□問 臓器売買ということを言われているが、そういった真偽情報は掴んでいるか。

■答 情報は掴めていない。

≪委員質問≫

建設厚生委員会

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

総務文教委員会

中国共産党政府による法輪功迫害の停止と、臓器の強制摘出の停止のため

日本政府の正義の行動を求める意見書の提出

陳情第５号・

内容

●江津ひと・まちプラザ条例第22条の規定により設置された江津ひと・まちプラザ運営協議会の委員
会報酬及び費用弁償について定める。

●江津市勤労青少年ホームの廃止に伴い、江津市勤労青少年ホーム条例施行規則に定める運営委
　員会についても廃止とするため。

委員会ピックアップ

（サンピコごうつ裏の法面被害状況）

（放課後児童クラブ）
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陳情第３号 

反対・藤間　義明　（賛成討論なし）

不採択

　この陳情は、内容が事実かどうかを客観的に調査することができない。また、陳情事項にあるようなことを中国
政府にやめさせるよう日本政府に求めているが、このことは中国政府に対しての内政干渉、外交問題に発展しかねな
いと思われ、本市議会で審査すること自体そぐわないものと判断する。よって採択には反対する。

中国共産党政府による法輪功迫害の停止と、臓器の
強制摘出の停止のため日本政府の正義の行動を求める意見書

議案番号 件　　　名 議決結果

二
涼
内
坪

子
巳
恵
治
鍛

德
利
中
田

治
伸
田
多

英
佳
川
森

明
義
間
藤

朗
悦
脇
森

二
修
田
島

義
孝
橋
石

行
正
野
河

人
正
井
土

馬
静
岡
永

　

文
直
中
田

田

藤

厚

し

な

権

決

表

は

職

長

議

報告第６号

報告第７号

報告第８号

承認第８号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

認定第１号

認定第２号

認定第３号

認定第４号

認定第５号

認定第６号

認定第７号

認定第８号

同意第６号

陳情第５号

意見第２号

意見第３号

―

―

―

承認

可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

認定

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

同意

不採択

不採択

採択

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

棄

○

●

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

棄

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

〇

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○　賛成　　　●　反対　　　△　欠席　　　斥　除斥　　　棄　棄権

専決処分報告について
（損害賠償の額および和解について）
専決処分報告について

（損害賠償の額および和解について）
専決処分報告について

（損害賠償の額および和解について）

専決処分報告について（平成28年度島根県江津市一般会
計補正予算（第３号）を定めることについて）

江津市税条例等の一部を改正する条例制定について

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例制定について

辺地に係る総合整備計画を定めることについて

平成28年度江津市一般会計補正予算（第４号）を定めること
について
平成28年度江津市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）を定めることについて
平成28年度江津市後期高齢者医療事業特別会計補 正
予算（第１号）を定めることについて
平成28年度江津市公共下水道事業特別会計補正予算

（第１号）を定めることについて
平成28年度島根県江津市簡易水道事業特別会計補正予
算（第１号）を定めることについて
平成28年度江津市農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）を定めることについて
平成28年度江津市水道事業会計補正予算（第１号）を定
めることについて

平成27年度江津市一般会計歳入歳出決算の認定について

平成27年度江津市国民健康保険事業特別会計歳入歳出
決算の認定について
平成27年度江津市国民健康保険診療所事業特別会 計
歳入歳出決算の認定について
平成27年度江津市後期高齢者医療事業特別会計歳 入
歳出決算の認定について
平成27年度江津市公共下水道事業特別会計歳入歳 出
決算の認定について
平成27年度島根県江津市簡易水道事業特別会計歳入歳出
決算の認定について
平成27年度江津市農業集落排水事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

平成27年度江津市水道事業会計決算の認定について

教育委員会委員の任命について

中国共産党政府による法輪功迫害の停止と、臓器の強制摘出の
停止のため日本政府の正義の行動を求める意見書の提出について

三江線の廃止決定を撤回するよう働きかけることを求める
意見書の提出について
参議院選挙における合区解消を求める意見書の提出に
ついて

議 決 結議 決 結 果議 決 結 果
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本会議における賛成・反対意見

議案第59号　平成28年度国民健康保険事業特別会計補正予算

英
佳
　
川
森
・
対
反

徳
利
　
中
田
・
成
賛

可　決
　今回の補正予算により、国保料が11.2％も値上
げとなる。所得300万円で固定資産5万円の40
代夫婦と18歳未満の子ども2人のモデル世帯で、
国保の調定額は56万円を超え、市民税なども
あわせると負担は100万円以上で、市民の負担は
限界を超えている。また、国保料値上げに対する
市民への説明が不十分であり、補正予算案に
反対。

　高額な薬品の保険適用や高度な医療の影響に
より医療費が増加する中、11.2％と大きな保険料
率改定となった。１億円近く基金を取り崩し、一般
会計から法定外繰入を行っているが、国保会計の
財政負担を被保険者以外の市民にも負わせること
になり、被保険者の方にも応分の負担をお願い
する料率改定は、やむを得ず、補正予算案に賛成。

意見第３号　参議院選挙における合区解消を求める意見書

治
伸
田
多
・
対
反

朗
悦
脇
森
・
成
賛

可　決
　日本共産党は当初より合区に反対であり、合区
解消に賛成だが、意見書には「合区解消のための
方策として、比例議席の削減を行わないこと」の
一文が盛り込まれなかった。比例は選挙区で死票
となる少数意見を、国政へ反映させるため、議会
制民主主義では非常に大切なもの。「比例議席の
削減を行わないこと」がない意見書提出には
反対。

　本年７月に初めて合区による参議院選挙が実施
された。鳥取県の無効投票数は11,000票以上を
数え、無効投票率は４％を超えている。都道府県
というのは一つの行政単位であり、住民の代表と
して議員を選出していくことは当然なことであり、
手法はどうであれ、早急に合区を解消することが
必要であると考え賛成する。

意見第２号 三江線の廃止決定を撤回するよう働きかけることを求める意見書

二
涼
　
内
坪
・
対
反

治
伸
　
田
多
・
成
賛

不採択
　９月１日にＪＲ西日本が三江線の廃止表明をし、
９月２３日に「三江線改良利用促進期成同盟会」
がバスによる代替交通の確保に向け全力で取り組
むことを決定した。翌２４日には、持続可能でより
良い交通体系の構築に向け、ＪＲへ要望書を提出
した。既に新たな公共交通体系の検討に動き出し
ており、意見書の提出には反対。

認定第２号　平成27年度国民健康保険事業特別会計決算

英
佳

川
森
・
対
反

馬
静

岡
永
・
成
賛

可　決
　医療給付費を病気予防で抑制する特定健診で
の国の受診率目標70％に対し、27年度での本市
の受診率は45.1％と前年よりも低下しており、
取り組みが不十分。また、憲法で「福祉の増進」が
定められ、国が保険料軽減のため本市へ2881万
円を支出しているにも関わらず、基金枯渇や財政
難を強調して、国保料値上げを行っており、決算の
認定に反対。

認定第１号　平成27年度一般会計決算

治
伸
　
田
多
・
対
反

子
巳
恵
治
鍛
・
成
賛

可　決
　市内では廃業が新規起業を上回り、ワークス
テーション経由の雇用も含め、雇用形態の把握や
就職後の追跡ができていない。また、済生会支援
では病院運営の改善が見えず、赤字補てんをした
に過ぎない。これらを含め、人口・所得・生産額は
上向かず、市民が「江津市が良くなっている」と
実感できない27年度決算に賛成はできない。

　済生会病院への支援は、現在の総合病院として
の診療科を維持するための支援で患者さんの少な
い不採算部門が廃止にならないために支援してい
る。中小企業支援も地域産業体質強化推進事業
で、新商品開発、販路開拓などの支援。企業立地
推進事業では、雇用の創出。全般的に事業の
成果、予算の執行状況、財政指標など適正であり
賛成。

　歳入面では、保険料の収納強化を図り、１％近く
収納率が向上しており努力している。一方、高額な
薬品の保険適用や高度な医療より保険給付費が
増加している状況から保険料改定はやむを得な
いものと考える。低所得世帯には、保険料の軽
減制度があり、さらには一般会計からの繰り入れ
も行っている。以上のことから、決算認定に賛成。

JR西日本の三江線廃止表明は住民の理解も
合意もなく極めて拙速であり、廃止の撤回を国に
求める必要がある。期成同盟会はバス転換が前提
とる議論を進めているが、沿線住民の意向が
　存続させてほしい」であるからには、市民の声を
政治に届ける役割を担う市議会として、負託に
応える態度を示すため、意見書提出に賛成。



　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

石橋　孝義現在の市庁舎

は
果
結
断
診
震
耐
の
舎
庁
現

の
害
被
な
当
相
で
度
程
弱
５
度
震

る
あ
が
性
能
可

一一

般般

質質

問問

ＱＡ

議
市

の
の
市

&

？
は
と
問
質
般
一

8

※

一
般
質
問
の
全
て
の
内
容
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
市
議
会
」
→
「
会
議
録
検
索
」
か
ら
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
（
た
だ
し
掲
載
は
次
期
定
例
会
の
前
に

な
り
ま
す
）

江
津
市
を
も
っ
と

　
　

暮
ら
し
や
す
く
す
る
に
は
、

　
　
　
　
　
　

こ
う
し
た
ら
い
い
な

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ
い
て
、
市
議
会

議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
す
。
原
稿
は
質
問
し
た
議
員

自
身
が
、
主
な
質
問
に
つ
い
て
要
旨
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
　

耐
震
補
強
の
可
能
性
と
市
庁
舎
の

あ
る
べ
き
姿
は
。

　
　

※

Ａ
棟
は
一
部
の
補
強
で
一
般
公

共
建
築
物
と
し
て
使
用
は
可
能
だ
が
、

防
災
拠
点
機
能
を
有
す
る
市
庁
舎
と
し

て
は
新
庁
舎
建
設
と
い
う
ケ
ー
ス
に

な
る
。

　
　

立
地
場
所
は
。

　
　

現
庁
舎
周
辺
も
視
野
に
入
れ
、
市

民
の
高
い
評
価
が
得
ら
れ
る
場
所
を
選

定
す
る
。
　

　
　

財
源
の
考
え
は
。

　
　

財
源
は
市
債
（
合
併
特
例
債
）
、

緊
急
防
災
事
業
債
、
一
般
単
独
事
業
債

が
あ
る
が
、
大
き
な
問
題
な
の
で
慎
重

に
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。

※

Ａ
棟
と
は
？

市
役
所
正
面
玄
関
前
の
駐
車
場
の
上

部
に
あ
る
構
造
物
。



　
　

　
　

28
年
度
、
国
民
健
康
保
険
料
を
引

き
上
げ
た
が
そ
の
経
緯
は
。

　
　

健
康
長
寿
を
延
伸
す
る
た
め
の
対

策
は
。 8

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

え
考
る
す
対
に
及
普
の
識
知
災
防

　
　

　
　

　
　

学
校
現
場
で
の
防
災
知
識
の
普
及

活
動
は
。

　
　

　
　

　
　

田中　利德市民体育館２階のトレーニングルーム

河野　正行

9

新
庁
舎
建
設
で
の
防
災
面
の

考
え
方
は

非
常
用
電
源
な
ど
、
防
災
面
を

強
化
す
る

25
年
災
害
の
復
旧
状
況
は
。

　
　

道
路
・
河
川
・
橋
梁
合
わ
せ
て
３

０
５
件
の
被
害
の
う
ち
、
２
７
８
件
が

復
旧
完
了
で
、
道
路
・
河
川
の
27
件
が

未
完
了
。
農
地
・
農
業
用
施
設
・
林
道

施
設
は
す
べ
て
完
了
。

　
　

日
頃
か
ら
の
周
知
や
訓
練
の
実
施

が
大
切
。
大
規
模
な
訓
練
で
は
な
く
、

地
域
で
の
細
か
な
単
位
で
の
訓
練
を
重

視
し
て
い
る
。

　
　

青
陵
中
で
は
、
25
年
災
害
以
降
毎

年
緊
急
時
に
貢
献
で
き
る
知
識
と
技
術

を
身
に
つ
け
る
目
的
で
訓
練
を
実
施
し

方
は
。

て
い
る
。

　
　

災
害
防
災
拠
点
と
し
て
、
市
庁
舎

で
対
応
で
き
る
の
か
。

　
　

非
常
用
電
源
な
ど
、
市
庁
舎
の
み

で
は
対
応
で
き
な
い
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
現
状
と

今
後
の
見
通
し
は

医
療
給
付
費
の
増
額
に
よ
り
、

今
後
も
保
険
料
不
足
は
続
く

　
　

保
険
料
値
上
げ
の
主
な
要
因
は
医

療
給
付
費
の
増
加
。
必
要
な
医
療
を
受

け
ら
れ
た
結
果
だ
が
、
高
額
な
薬
剤
の

保
険
適
用
な
ど
で
、
27
年
度
の
医
療
給

付
費
は
26
年
度
比
で
１
億
３
０
０
０
万

円
増
加
し
た
。
27
年
度
の
保
険
料
率
で

は
、
大
幅
な
保
険
料
不
足
と
な
る
た
め
、

１
割
超
の
改
定
と
な
っ
た
が
、
保
険
料

不
足
は
解
消
し
て
い
な
い
。

　
　

体
力
・
健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て

「
江
津
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

が
あ
る
。
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

利
用
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
市
立

体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
設

備
の
充
実
を
。

　
　

現
在
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
は
、

型
が
古
い
も
の
の
、
機
能
は
十
分
と
考

え
る
。
使
用
に
支
障
の
あ
る
故
障
し
た

も
の
か
ら
、
新
型
へ
の
更
新
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

青陵中学校での防災訓練



　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

多田　伸治

土井　正人

市立保育所での非正規雇用保育士の賃金
(決算審査資料より作成)

※本文の金額が残業代や交通費などを含む「年間総支給額」
　であるのに対し、表の金額は月額の賃金。  
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将
来
を
担
う

子
ど
も
達
に
対
す
る
思
い
は

一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
に

江
津
へ
残
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

取
り
組
む

　
　

江
津
の
担
う
い
く
子
ど
も
た
ち

に
対
す
る
思
い
は
。

　
　

こ
こ
ろ
豊
か
で
温
か
い
人
々
や
恵

ま
れ
た
自
然
・
歴
史
・
伝
統
文
化
・
芸

能
な
ど
、
本
市
の
資
源
を
活
か
し
、
一

人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
江
津
へ

残
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
そ
し
て
企
業
と
連
携
し
、
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　

市
庁
舎
の
改
修
に
よ
り
、
西
部
小

学
校
建
設
に
影
響
が
出
る
の
で
は
な

い
か
。
現
時
点
で
の
考
え
を
。

　
　

西
部
小
学
校
は
33
年
度
の
完
成
を

目
指
し
て
事
業
を
進
め
て
お
り
、
現
時

点
で
少
し
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
可
能
な
限
り
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
取
り
組
む
。

　
　

公
立
高
校
２
校
に
つ
い
て
、「
い

つ
ま
で
も
残
っ
て
欲
し
い
」
で
は
済
ま

な
い
。
本
市
と
し
て
２
校
で
の
ど
の
よ

う
な
人
材
教
育
が
望
ま
れ
る
の
か
。

　
　

地
元
に
定
着
し
て
も
離
れ
て
も
、

常
に
ふ
る
さ
と
江
津
を
さ
ま
ざ
ま
な
面

か
ら
支
え
て
い
た
だ
け
る
人
材
が
求
め

ら
れ
る
と
考
え
る
。

保
育
の
質
向
上
の
た
め
、

　

保
育
士
の
処
遇
改
善
を

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る

　
　

私
立
保
育
所
の
人
件
費
は
、
「
子

ど
も
何
人
に
保
育
士
何
人
分
」
と
計
算

さ
れ
る
が
、
そ
の
人
数
で
は
運
営
で
き

ず
、
人
件
費
以
上
の
人
員
を
配
置
し
て

お
り
、
低
賃
金
・
離
職
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
私
立
保
育
所
へ
支
出
し
て
い
る

人
件
費
の
状
況
は
。

Ａ　

９
月
時
点
で
は
、
56
人
分
の
人
件

費
で
67
人
を
配
置
。

Ｑ　

非
正
規
雇
用
の
割
合
は
。

Ａ　

市
立
は
52
％
、
公
設
民
営
と
私
立

は
38
％
が
非
正
規
雇
用
。

Ｑ　

非
正
規
雇
用
の
保
育
士
が
い
な
い

と
保
育
が
で
き
な
い
状
況
だ
が
、
そ
の

平
均
賃
金
は
。

Ａ　

年
間
総
支
給
額
で
市
立
２
２
３
万

円
、
公
設
民
営
２
４
３
万
円
、
私
立
２

４
７
万
円
。

　
　

低
賃
金
や
厳
し
い
勤
務
状
況
が
保

育
士
の
離
職
に
つ
な
が
り
、
保
育
の
質

の
向
上
を
難
し
く
す
る
。
保
育
士
の
処

遇
改
善
を
求
め
る
。

　
　

26
年
度
は
新
規
採
用
で
月
１
万
円

増
、
27
・
28
年
度
も
１
年
目
で
月
２
５

０
０
円
増
な
ど
、
賃
金
面
の
処
遇
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

保育士

（保育所勤務）

保育士補助員

区分 勤務時間 任用等 月額

156,400

159,400

162,700

166,300

167,300

143,100

144,100

1年目

2年目

3年目

4年目

5年目

1年目

2年目

・1日7時間、土3.5時間

・週35.0時間

・土曜2日勤務で1日休み

・5年以上定期昇給あり

・2年以上定期昇給あり

将来を担っていく子どもたち



　
　

　
　

新
商
品
を
試
験
的
に
売
り
出
す
小
売

店
舗
。

　

　　　　
　

　
　

　
　

鍛治　恵巳子

坪内　涼二

11

に
設
施
い
す
や
し
用
利

注
発
を
設
増
の
板
看
内
案

※

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
は

11

今
後
の
研
究
課
題

県
立
高
校
魅
力
化

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
を

スポーツ少年団活動に取り組む子どもたち

柿本人麻呂の歌碑と衣羅娘子の銅像
よさみのおとめ

　
　

未
利
用
公
共
施
設
を
江
津
高
校
の

寮
と
し
て
整
備
で
き
な
い
か
。

　
　

一
般
論
と
し
て
は
可
能
だ
が
、
県

や
学
校
の
意
向
な
ど
も
あ
り
、
現
時
点

で
は
白
紙
。

　
　

江
津
工
業
高
校
の
寮
を
江
津
高
校

生
が
利
用
で
き
る
よ
う
県
に
働
き
か
け

を
。

　
　

県
立
高
校
の
寮
は
、
県
に
お
い
て

検
討
・
整
備
さ
れ
る
も
の
。
状
況
を
み

て
、
検
討
し
て
い
く
。

【
部
活
動
・
ス
ポ
小
の
休
養
】

　
　

部
活
動
の
実
態
調
査
を
。

　
　

国
が
実
施
予
定
の
実
態
調
査
結
果

お
よ
び
指
針
を
踏
ま
え
、
必
要
で
あ
れ

ば
検
討
し
た
い
。

　
　

部
活
動
の
休
養
日
を
「
ふ
る
さ
と

・
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
結
び
付
け
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　

家
庭
教
育
の
充
実
を
呼
び
掛
け
て

い
る
が
、
子
ど
も
が
た
く
ま
し
く
生
き

る
力
を
養
う
社
会
活
動
・
地
域
活
動
に

つ
い
て
も
推
進
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

今
後
の
駅
前
開
発
や
28
年
度
で
の

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ　

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
は
時
期
・
場
所

に
つ
い
て
検
証
中
。
担
い
手
育
成
は

「
江
津
道
場
」
を
開
催
中
で
11
名
が
参

加
。
多
世
帯
交
流
は
こ
れ
か
ら
着
手
。

ほ
か
に
移
動
書
籍
貸
出
・
書
籍
の
電
子

化
事
業
・
ア
ン
テ
ナ
カ
フ
ェ
52
・
駅
前

マ
ル
シ
ェ
の
社
会
実
験
な
ど
が
あ
り
、

ア
ン
テ
ナ
カ
フ
ェ
52
は
12
月
に
建
物
完

成
予
定
。

Ｑ　

商
業
地
区
へ
の
企
業
誘
致
な
ど
、

今
後
の
考
え
は
。

Ａ　

空
き
店
舗
活
用
事
業
な
ど
、
新
規

出
店
５
店
舗
、※

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
１

店
舗
の
増
を
目
標
に
、
達
成
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　

観
光
資
源
で
あ
る
「
万
葉
」
を
今

後
発
展
さ
せ
て
い
く
取
り
組
み
を
。

Ａ　

「
万
葉
」
に
限
ら
ず
、
歴
史
・
文

化
を
活
か
し
た
活
動
を
行
う
団
体
へ
活

動
費
の
一
部
を
支
援
し
て
い
る
。



　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

藤間　義明

島田　修二智翠館vsクライストチャーチ校

Ｉターン者が利用する空き家

12

ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
活
性
化
を

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
輩
出

で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を

考
え
る

　
　

危
険
空
き
家
の
所
有
者
へ
の
連
絡

は
基
本
的
に
は
当
事
者
同
士
で
行
い
う

が
、
住
所
不
明
の
場
合
は
、
行
政
と
し

て
判
る
範
囲
で
相
手
方
へ
通
知
し
て
い

る
。
危
険
空
き
家
解
消
支
援
制
度
の
創

設
は
、
課
題
を
解
決
し
た
上
で
検
討
す

る
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
対
す
る
基
本
的

な
考
え
方
は
。

　
　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
競
技
ス
ポ
ー
ツ

を
車
の
両
輪
と
し
て
推
進
す
る
。

　
　

江
津
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
現
状
は
。

　
　

現
在
、
16
教
室
で
会
員
数
は
３
０

４
人
。
複
数
教
室
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
も

あ
り
、
の
べ
４
４
８
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
ん
で
い
る
。
運
営
は
楽
な
状
況
で

は
な
い
。

　
　

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
助
成
金
は
28
年
度
で
打

ち
切
り
。
江
津
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
へ
の
今
後
の
支
援
は
。

　
　

ク
ラ
ブ
が
維
持
で
き
る
よ
う
29
年

度
の
当
初
予
算
に
充
て
る
。

　
　

中
央
公
園
の
整
備
計
画
は
。

　
　

市
民
ニ
ー
ズ
、
財
政
状
況
を
見
な

が
ら
計
画
的
な
施
設
再
生
整
備
と
適

正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
に
は
無
限
の
可
能
性
が

あ
る
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
輩
出
で
き

る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
考
え
る
。

空
き
家
対
策
は

条
例
制
定
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
・

危
険
空
き
家
解
消
支
援
な
ど
を

検
討

　
　

本
市
の
空
き
家
条
例
の
制
定
状
況

は
。

　
　

庁
内
検
討
委
員
会
で
、
法
律
と
条

例
と
の
整
合
性
、
計
画
の
策
定
、
協
議

会
の
設
置
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

窓
口
の
一
本
化
は
。

　
　

空
き
家
の
問
題
は
多
岐
に
渡
っ
て

お
り
、
行
政
相
談
窓
口
は
総
務
課
が
、

ま
た
内
容
に
よ
り
各
担
当
課
で
対
応
し

て
い
る
。

　
　

利
用
可
能
な
空
き
家
の
対
応
は
。

　
　

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
を
推
進
す

る
た
め
、
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
登

録
し
易
く
な
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

て
い
る
。

　
　

危
険
空
き
家
へ
の
対
応
は
。



　　　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　　

森脇　悦朗

森川　佳英

「
子
ど
も
食
堂
」
の
実
施
を

合
意
が
で
き
れ
ば
協
力
す
る

地域住民で維持される市道

「子ども食堂」は子どもの貧困対策の一つ
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市
道
の
除
草
に
つ
い
て
、限
界
の

自
治
会
も
あ
る
が
、今
後
の
方
針
は

無
理
の
な
い
範
囲
で

お
願
い
し
た
い

　
　

子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
、
市
内

の
実
態
調
査
や
独
自
の
対
策
は
。

　
　

調
査
は
実
施
も
予
定
も
な
い
が
、

市
内
で
の
就
学
援
助
を
受
け
る
子
ど
も

の
数
が
、
20
年
度
の
１
８
７
人
か
ら
25

年
度
に
は
２
４
０
人
へ
増
加
。
経
済

的
・
精
神
的
に
負
担
の
大
き
い
「
ひ
と

り
親
家
庭
」
の
世
帯
数
も
増
加
し
て
い

る
。
児
童
扶
養
手
当
・
自
立
支
援
教
育

訓
練
給
付
金
・
高
等
職
業
訓
練
促
進

費
・
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
・
入
学

支
度
金
・
就
労
自
立
促
進
事
業
で
支
援

し
て
い
る
。

　
　

ひ
と
り
親
で
食
事
が
摂
れ
な
い
な

ど
、
事
情
を
抱
え
た
子
ど
も
達
に
、
無

料
や
低
額
で
食
事
を
提
供
す
る
「
子
ど

も
食
堂
」
を
ど
う
考
え
る
。

　
　

実
施
し
た
い
と
思
わ
れ
る
方
が
い

る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
が
、
支
援
制
度

は
な
い
。

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
「
子
ど
も

食
堂
」
を
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

　
　

事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
会
・
支
援
員
・
保
護
者
と
の
合
意
が

で
き
れ
ば
、
連
携
・
協
力
す
る
。

Ｑ　

長
期
的
な
視
野
で
、
防
草
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
施
工
や
定
期
的
な
路
肩
に
溜

ま
っ
た
土
砂
の
撤
去
を
。

　
　

地
形
上
施
工
が
困
難
な
場
所
も
あ

る
。
費
用
面
で
も
高
額
と
な
る
。
土
砂

撤
去
は
必
要
に
応
じ
て
対
応
す
る
。

【
循
環
型
林
業
に
つ
い
て
】

　
　

バ
イ
オ
マ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
配
置
状
況
は
。

　
　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
と
地
域
の

森
林
所
有
者
を
結
び
つ
け
、
自
伐
林
業

の
推
進
と
、
手
入
れ
不
足
の
森
林
の
解

消
を
目
的
に
配
置
。
主
に
研
修
会
の
開

催
や
自
伐
林
業
グ
ル
ー
プ
立
ち
上
げ
な

ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

間
伐
材
な
ど
買
取
り
支
援
制
度
の

現
状
は
。

　
　

間
伐
材
１
ト
ン
あ
た
り
６
４
８
０

円
以
上
で
買
取
る
チ
ッ
プ
生
産
事
業
体

に
対
し
て
、
１
ト
ン
あ
た
り
３
０
０
０

円
の
補
助
を
し
て
い
る
。
27
年
度
は
２

１
４
ト
ン
、
28
年
度
は
８
月
ま
で
に
91

ト
ン
の
実
績
が
あ
り
、
個
人
で
18
名
、

団
体
で
４
団
体
と
な
っ
て
い
る
。
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江津市音頭パレード参加
（市議会議員クラブ）

江津市議会活動レポート

　８月16日に開催された江の川祭の江津市音

頭パレードに市議会議員クラブとして参加しま

した。完成したばかりのパレットごうつで出発

式が行われ、雨は降りましたが、多くの参加が

あり、にぎやかに繰り広げられました。

県市議会議長会研修
（全議員対象）

　食環境ジャーナリスト・金丸裕美氏を講師に

迎え、具体事例を交えながら講演が行われ、成

功の秘訣はエンドユーザーのマッチング、ニーズ

（食べ方）に合わせた販売とコミュニケーション

（連携）の重要性であることを学びました。

市町村議会広報研修
（議会広報・情報公開対策特別委員会）

　広報コンサルタント・芳野政明氏による講演

「住民に読まれ、議会活動が伝わる～議会報

の基本と編集技術～」を受講。本市の議会だ

よりを添削して頂き、更に読みやすくするため

のアドバイスを頂きました。

総合交流スポーツ大会
（全議員対象）

　９月28日に市民体育館で行われた総合交流

スポーツ大会に参加しました。雨の降る蒸し暑

い日でしたが、多くの元気な高齢者の方が参加

し、津宮小学校2年生、障がい者の方 と々の交流

もあり、和やか交流スポーツ大会になりました。



後

者
任
責
行
発
・
集
編

開
公
報
情
・
報
広
会
議

会
員
委
別
特
策
対

議会を見学しよう

編
集

記

日 月 火 水 木 金 土
11/27 28 29 30 12/1 2 3

委員会
（議会運営）

4 5 6 7 8 9 10

議員連絡会

全員協議会

委員会
（議会運営）

11 12 13 14 15 16 17

本会議

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

委員会
（総務文教）

委員会
（建設厚生）

委員会
（予算）

18 19 20 21 22 23 24

情報交換会 本会議

25 26 27 28 29 30 31

次 回  12 月 定 例 会

請願・陳情締切　11月28日午前中まで
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　江津市議会では皆さ
んの傍聴をお待ちして
おります。傍聴をご希
望の方は、議会開催日
に本庁３階の議会事務
局までお越し下さい。

　議会に対して陳情など
を提出することができま
す。陳情とは、特定の事
項について議会などに実
情を訴え、適切な措置を
要望することです。

文
直
　
中
田
　
長
　
議

行
正
　
野
河
　
長
員
委

長
員
委
副

二
涼
　
内
坪
　

子
巳
恵
治
鍛
　
員
　
委

治
伸
　
田
多
　
員
　
委

明
義
　
間
藤
　
員
　
委

朗
悦
　
脇
森
　
員
　
委

【表紙・江津高校男子水球部】

　今号の表紙は、島根県立江津高等学校男子水球部で練習風
景を撮影させて頂きました。同部は、島根県唯一の水球部
で、県のスポーツ重点校に指定されています。
　水球は、水中の格闘技、キングオブボールスポーツと呼ば
れます。水球日本代表「ポセイドン・ジャパン」は、リオデ
ジャネイロ五輪に32年ぶりに出場しました。

　現在、同部の部員数は５名で、市内出身者４名と出雲市から１名
が通学し、部活動に励んでいます。市内や県東部の中学生を含め
「島根水球クラブ」を構成し、練習や試合出場を行っています。
　高校内のプールで練習を行っていますが、冬場は使用できないた
め、「島根スイミングスクール江津」のスイミングプールを週２日
利用し、練習しています。
　同部は一緒に全国を目指す仲間を募集しています。ポセイドン・
ジャパンの一員として東京五輪に出場する選手もいるかもしれませ
ん。一緒に水球で全国、世界を目指してみませんか。

島根水球クラブの皆さん

議会に参加しよう

　

地
方
議
会
議
員
に
よ
る
政
務
活

動
費
を
め
ぐ
る
不
正
が
続
々
と
発

覚
し
、議
員
の
辞
職
ド
ミ
ノ
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

政
務
活
動
費
は
、各
自
治
体
に

よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。江

津
市
議
会
で
は
年
額
３
万
円
で
、

使
途
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
政
務
活
動
費
収
支
報
告
書
」
と

領
収
書
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

公
開
さ
れ
て
お
り
、全
議
員
分
の

使
用
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

金
額
は
全
国
と
比
較
し
て
も
低

い
水
準
で
す
が
、金
額
の
大
小
に

関
わ
ら
ず
、市
民
の
皆
様
の
大
切

な
税
金
を
議
会
活
動
に
活
か
さ
せ

て
頂
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
ず
に
、有
意
義
か
つ
効
果
的
に

活
用
し
、本
市
や
市
民
の
皆
様
に

還
元
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
坪
内　

涼
二
）



第８回 江津市議会

議 会
報告会

11月11日(金) 11月12日(土) 11月18日(金) 11月19日(土)

時間：１９：００～２０：３０

波積ふれあいホール
跡市地域コミュニティ

交流センター
市山地域コミュニティ

交流センター
和木地域コミュニティ

交流センター

田中 直文
鍛治恵巳子
坪内 涼二
多田 伸治

永岡 静馬
多田 伸治
河野 正行
鍛治恵巳子

森脇 悦朗
島田 修二
藤間 義明
石橋 孝義

パネルディスカッション テーマ

山陰道と道の駅
について

空き家対策
について

地域公共交通
について

地域経済活性化
について

市議会だより：平成28年11月1日／編集：議会広報・情報公開対策特別委員会／発行：江津市議会事務局

（0855）52-7498／ホームページアドレス http://www.city.gotsu.lg.jp/37.html（江津市HP内）

田中 利德
藤田 厚
森川 佳英
土井 正人




